
広報

NHIくの「全国裏期巡回ラジオ体操会」ガ8月
26日、市営野球場で開かれましだ。
市制施行50周年記念事業として開かれだもので、
会場lこは子供会や各団体などから約2，000人が
参加。

早朝のすがすがしい空気を胸一杯吸い込み、晴 ¥

れやかな気分の中6時30分¥ラジオでおなじみの
輪島直幸さんの体操指導、名川太郎さんのピ戸ノ

演奏で、ラジオ体操ガ一斉!こ始まりました。

市民の皆さんが一同に会し¥元気一杯行う体操

風景は¥実に壮観なものでしだ。

平成符10月号



。
健
康
・
福
祉
ま
つ
り

旬
月
刊
日
出

、パ0 示前らO
“きわやかU町
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r大村の碍代展」

南蛮漆器などを展示
。
全
国
閉
鎖
性
海
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
mu

叩
月
4
1
日
附
j

2
日
倒

。

大

村

の

時

代

展

旬

月

3
日
間
j
お
日
目

。
お
お
む
ら
ハ
イ
テ
ク
・
物
産
フ
ェ
ア

旬
月
3
日
出
j
4
日
目

大
村
は
、
日
本
の
歴
史
の
転
換

期
に
、
幾
度
か
そ
の
名
を
登
場
さ

せ
て

い
ま
す
。
キ
リ
シ
タ
ン
大
名

大
村
純
忠
の
時
代、

日
本
の
最
先

端
で

「西
洋
と
の
出
会
い」

を
果

た
し
、
明
治
維
新
で
は
小
藩
な
が

ら
討
幕
に
た
ち
、
明
治
新
政
府
で

活
躍
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

大
村
市
は
、
古
く
か
ら
長
崎
地

方
の
文
化
・

経
済
の
中
心
地
で
、

俗
に

「大
村
千
年
の
歴
史
」
と
言

市立史料館(市立図書館2階)

10月3日〈土)-25日(日)
午前9時~午後6時
(入場は5時30介まで)

会期

会場

広報おおむら平成 4年10月号

聞こえますか海の声.グ

=盆固岡留睦紹邸フすロ号&0~~===
10月1自体) 前
・大村湾クルージ

・加山雄三トーク

(ただし、いずれも 当

10月2自治)フォーラム
市民会館(主会場)ほか大村湾船上

・開会式 午前10時 (総合司会…野中と もよ氏)

・基調講演午前10時45分-(講師…有吉敏彦氏)

・特別講演午後 1時-(講師…加山雄三氏)

・フォーラム午後2時15分~
(コーデ、ィオ、ーター・・・伊藤和明氏)

。
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
印

皆
さ
ん
お
そ
ろ
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
大
村
氏
の
城
下

町
と
し
て
、
そ
の
遺
構
が
市
内
に

数
多
く
残
る

「歴
史
の
町」

で
す
。

こ
の
た
び
開
催
す
る

「大
村
の

時
代
展
」
で
は
、
時
代
の
代
表
的

な
文
化
財
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
中

で
も
、

今
回
特
別
に
出
品
さ
れ
る

南
蛮
漆
器
な
ど
の
美
術
工
芸
品
の

中
に
は
、
世
界
で
も
数
少
な
い
物

ランキー はう 〈に〈ずL

仏郎機砲(国崩し)

ぐ

(1 ~ tc， 

きすこう健康ふれあう福祉のまちづくり

健康・福祉まつり

~〓岩手口車イス)
講演 ~ニン
オーストラリア大陸横断

宮崎美奈さん

10月10日⑥午前10時~午後4時
市コミセンおよびその周辺

技
術
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て

お
お
む
ら
ハ
イ
テ
ワ
・
物
産
ワ
ェ
ア

一台しかない最先端

したバイク

10月3
10月4
県工業技術センター

-
基
調
講
演

(
3日
午
後
1
時
羽
分
)

-
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
一
般
公
開
、
ハ

イ
テ
ク
等
製
品
展
示

・
先
端
技
術
体
験
・
:ソ
ー
ラ
ー
カ
l
・ホ

パ
l
ク
ラ
フ
ト
試
乗
体
験
な
ど

-
ハ
イ
テ
ク
と
歴
史
技
術
展

-
物
産
展
示
、
即
売
な
ど

※
交
通
機
関
:
・当
日
は
、
大
村
パ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
か
ら
会
場
ま
で
、
シ

ャ
ト

ル
パ

ス
(
無
料
)
を
随
時
運
行
し
ま
す。

問
い
合
わ
せ

企
業
誘
致
対
策
室

刊
月
9
日
働
f
}

竹
日
目

で
お
で
か
け
く
だ
さ
い

が
含
ま
れ
て
お
り
、
注
目
を
集
め

てい
u

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
初
期
の
鉄
砲
や
大

村
藩
内
で
焼
か
れ
た
長
与
三
一彩
な

ど
の
貴
重
な
品
物
の
は
か
、
本
市

で
建
設
計
画
中
の
歴
史
博
物
館
の

展
示
資
料
と
し
て
収
集
し
た
南
蛮

関
係
資
料
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
見

逃
せ
な
い
も
の
で
す
。

主
な
展
示
物ら
で
ん
ま
さ
え
せ
い
が
ん
し
ょ
け
ん

南
蛮
漆
器
螺
銅
蒔
絵
聖
寵
、
書
見

台、

印
龍

天
正
少
年
使
節
記
、
初
期
洋
風
画

「西
洋
婦
人
図
」
、
南
蛮
扉
風
、

泰
西
王
侯
騎
馬
図
扉
風
、
種
子
島

鉄
砲
、
大
村
家
陣
羽
織
り
、
長
与

て
一
勺
か

三
彩
、
富
の
原
遺
跡
鉄
文
な
ど

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

たいせいおおこうき ばずびょうぶ

泰西王侯騎馬図扉風

「

歴

史

を

現

代

に

問

う

時

代

展

に

見

る

大

村

」

日
時
叩
月
初
日

ω午
後
6
時
初

分

1
9
時

場
所

市
民
会
館
3
階
大
会
議
室

入
場
無
料

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
歴
史
と
私

た
ち
が
、
今
日
ど
の
様
に
係
わ
っ

て
い
る
の
か
を
中
心
と
し
た
討
論

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

司
会

越
中
哲
也
氏

(
長
崎
純
心

女
子
短
期
大
学
教
授
)

パ
ネ
リ
ス
ト
片
寄
俊
秀
氏
(
長

崎
総
合
科
学
大
学
教
授
)
、
下
川

達
靖
氏
(
長
崎
県
立
美
術
博
物
館

学
芸
専
門
員
)
、
久
田
松
和
則
氏

(
大
村
市
文
化
財
審
議
会
委
員
)

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課

健康-福祉まつりは、高齢化社会に応じだ市民の健康づ、くり

や福祉への意識の高揚をはかり、 市民総参加の健康で生きがい

のあるまちづくりを目的として開催します。

皆さん多数のご参加をお待ちしています。

催し

・講演会…講師は、車イスによるオ-ストラリ戸大陸横断

4，200キ口走破で育名な宮崎美奈さん(23歳・長崎市〉。

・熱気球による観覧

・太鼓や蛇踊りなどの舞台実演

・へルシーウオークや体力テスト

・車椅子体験

・出庖

・陶芸教室や伝承あそび

・食生活改善、健康相談、保険年金、福祉機器用品、こど

もアニメ、臨床検査、人形劇のコーナーなど盛りだくさん。

福祉課福祉係問い合わせ

10月g目働午後2時から
10月11日(日午後4時ぎで
市営補助タランド
100チームで、50時間連続してソフト
ボールを行います。

問い合わせ体育課

- 3-
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鍋
4

融

み
%
の
〈
町
小
京
師
、
執
岡
山
冊

目
の
角
曲
町
を
三
た
び
勧
ね
た
.
わ

叫
が
大
村
市
と
以
帥
昧
怖
市
で
あ
り
、

同
私
遣
の
「
心
申
ふ
る
さ
色
』

fsb

骨
あ
る
.

い

私
は
か
ね
て
か
ら
ニ
の
町
の
軒

叩
り
を

一
度
瓦
た
い
L
ζ

血
勺
て
い
た

M

M
V
.

ゃ
っ
・
と
そ
の
wpdv
カ
な
え
ら

叫
れ
た
.
毎
年
9
月
7
日
会
ら
三
日

相
三
晩
、
.の
町
は
摂
り

一
色
、
人

『
口
1
万
6
千
人
の
町
M
V

缶
百
人
の

申
人
出
で
凪
わ
い
、
大
人
も
子
供
も

間
入
り
乱
れ
て
の
す
さ
ま
じ
ー
、
興
畠
商

船

に
つ
つ
ま
れ
る
.

と
L
て
H
M
耐

・
附
肱
し
て
ほ
し
い

同

開
描
長
と
私
草
川
崎
町
長
き
ん

t
か
地
埴
の
ス
ポ
ツ
広
抽
控

山
方
の
ご
袋
内
で
執
事
り
の
第

一
咽

設

ゴ
ル
フ
場
建
世
間
闘
な
ど
の

日
唱
砂
体
験
し
べ
同
台
に
&
ぷ
山

在
比
要
望
が
相
政
ぎ
ま
し
T
志

向
理
大
野
の
若
者
仕
刊
が
町
中
を

ま
た
、
今
阿
は
特
に
『
笠
間
週

日
引
き
由
し
て
い
た
曳
山
に
は
‘
耽

五

日

制

』

実

施

に

す

重
ニ

震
の
名
場
面
を
糊
し
た
武
者
人

多
〈
こ
の
制
度
に
対
す
る
地
一兆
一平

醇
が
怖
ら
れ
、
お
曜
サ
の
苦
い
輩
、

の
反
容
の
大
き
き
が
伝
わ

勺
て
き

叫
杭
削
英
人
の
帥
闘
な
踊
り
が
蹴
〈
.

ま
し
た
.

平
聾
り
の
軸
m
訊
M
V

見
物
す
る
人
々
を

ょ
の
よ
う
わ
協
同
弛
な
意
見
交
換

問
魅
了
せ
ず
に
は
お
か
な
に
き
す

に
よ
り
都
品
会
は
ど
の
会
場
で

叫
が
に
、

3
6
0年
の
伝
統
行
事
、

も
有
意
義
の
一
フ
ち
に

p
f・
市

t
向
日
本
の
軒
り
の
原
点
を
見
る
惑
が

し
て
は
、
今
向
曲
さ
れ
た
曹
司
一
尋

叫
あ
っ
た
.

に
つ
き
金
志
し
て
は
真
剣
に
取
り

目

今
か
ら
1
2
4
霊

叫

慶
応
4

組
み
地
域
の
甘
さ
ん
の
ご
事
担

時
年
の
戊
民
相
争
に
は
る
ば
る
大
村

に
応
え
る
べ
〈
針
力
し
て
ま
い
り

日
曜
か
ら
東
北
申
越
一
証
明
串
に
参
加

ま
す
。

四
当
時
間
曜
の
少
年
肱
手
棋
倒
閣

申
吾
は
陣
蛙
を
打
ち
鳴
ら
し
、
刈
和

M

i

;

;

 

闘
必
冒
門
別
『
問
字
額
包
冒
園
田
』

H
市
内

8
地
区

地
域
の
皆
点
、
ん
と
市
長
が
親
し
く
接
し
、
「
明
る
〈

住
み
よ
い
事
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
〈
り
」
を
推
進
す
る

た
め
に

8
月

m日
か
ら

9
月

4
固
ま
で
、
市
内

8
地
区

で
「
市
政
懇
談
合
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

8月24日か勺9月4日lで、市内8地区で聞かれた「市政串障会」。
2'1'糊から飴まった「学校週5日制」から道路問題など、幅広い分野に
要量意見などが椙次きま Lた。 (9/4・甫コ ミセン)

11 

各
地
厄
と
も
作
祖
母
の
小
に
ら

か
カ
わ
b
ず
多
数
多
加
さ
れ
、
地

元
の
人
の
熱
世
間
心
町
商
会
令

う
か
が
わ
せ
乏
し
た
.

昨
年
は
、
さ
ら
に
広
〈
市
民
の

戸
令
市
政
に
と
「
移
動
市
長
室
」

を
実
施
し
ま
し
た
が
多
〈
の
地

区
か
ら
従
米
の
方
式
に
よ
る
市
政

側邸
時
会
を
、
と
の
曲
、
事
問
が
あ

り
、
本
年
度
は
丘
に
も

E
し
て
聞

か
れ
ま
し
十
、

細
部
品
会
で
は
、
市
役
が
市
政
の

叫
託
伝
E
を
説
明
し
た
後
、
あ
ら

合
じ
め
提
出
さ
れ
て
い
た
要
望
事

対
し
同
容
を
す
る
と
い
う
静
式
で

会
は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

Z
望
置
桂
信
イ
の
内
容
と
し
て

は

道

路

側

滑

な

E
の
鴨
備
は

も
ち
ろ
ん
の
ニ
と
即
川
を
炉
供

た
ち
が
水
に
脱
し
め
る
白
眼
公
凶

温
か
い
心
が
か
よ
う
角
館

(8127・中地区公民館}

答弁する松本市長

大
将
市
長

- 4 

松

本

崇

野
町
露
と
問
え
た
。
そ
の
障
に
瞳

い
込
ま
れ
て
い
た
母
親
チ
カ
の

『二
集
よ
り
乎
〈
れ
ホ
〈
れ
持
つ

花
町
抑
制
が
御
均
に
鴨
川
り
や
此
の
時
』

の
耽
は
.
ニ
の
母
に
し
て
ζ

の
子

あ
り
と
楳
い
感
動
を
岬
ぴ
今
で

も
-
』
の
町
に
脈
々

t
畳
げ
融
が
れ

て
い
る
.

ζ

の
こ
と
が
蹄
と
な
り
、
昭
和

白
年
に
品
川
酷
町
と
大
村
市
は
肺
蜂

都
市
b
z
締
結
し
た
。
以
米
今
日
ま

で
迫
〈
2
千
同
離
れ
て
い
て
も
闘

い
き
ず
な
で
結
ぼ
れ
て
生
き
た
交

械
が
続
い
て
き
た
。

そ
れ
に
し
て
も
.
昨
枇
急
車
き

れ
た
成
辰
会
長
爺
陣
嘩
ー
さ
ん
が

忘
れ
ら
れ
な
い
.
何
色
四
年
間
に

泊
四
も
大
村
を
酷
ね
、
両
市
町
の

か
げ
暗
と
な
勺
て
い
た
だ
い
た
。

中
半
生
の
相
互
助
問
の
み
な
ら
ず

平
成
元
年
日
月
に
は
駄
白
の
風

ら
き
わ
や
か
に
向
即
山，
の
ウ
イ
ン

ド
ミ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
見
事
な

踊
曹
が
聴
措
令
魅
了
し
た
.
い
っ

て
も
斎
藤
さ
ん
は
カ
げ
の
力
色
な

っ
て
い
た
だ
い
た
.
心
の
温
か
い
γ

人
だ
勺
た
.

角
館
の
人
々
の
心
の
-
』
も
っ
た

も
て
な
し
は
E
-
』か
ら
〈
る
の
だ

ろ
う
.
肋
ね
る
直
ご

t
に
好
き
に

な
る
拘
酷
で
あ
る
.



広報おおむら平成4句tJOf!り

台
所 • 
の
声
を
市
政
に

目
生
活

・
環
植
田
問
題
な
ど
続
出

二

日

婦
人
議
会
」
l

大
村
生
活
γ

半
世
(
川
旦
卵
子
会

員
)
宅
惜
の

三

日
掛
入
師
会
」

が
9
月
4
口
、
市
'
吟
附
で
聞
か
れ
、

蹄
人
の
立
州
場
か
ら
の
質
問
‘
意
H
凡

な
E
が
相
改
ぎ
ま
し
た
.

大
村
生
前
学
植
は
、
連
合
蹄
入

金
時
予
算
蹄
福
祉
連
合
会
民

生
虫
革
委

H
財
人
部
、

E
R止
保
館

時
入
金
、
商
工
会
損
所
時
人
部
.

P
T
A
母
親
割
合
、
農
協
蹄
人
部

、い

の
7
同
体
で
組
曲
さ
れ
て
L
ま
す
.

二

日
掛
人
拙
会
』
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
カ
ら
持
政
へ
の
閲
心

を
市
め
、
帥
人
を
取
り
巻
〈
問
問

題
の
解
法
を
凶
る
た
め
、
そ
のり子

円
楠
会

'e世
付
明
る
〈

・
住
み

段
、

.
盟
カ
な
町
づ
〈
り

eM指

そ
う
と
附
カ
れ
て
い
る
も
の
で
‘

今
同
て
7
問
自
で
す
.

会
場
に
は
会

H
や
市
端
会
揖

一f噌、与句、.

EJ1七M凶iい!I町l
-白棉人識4ぎi 

-!-
I .包

生活や環境問圃など、婦人目立渇から積極的な意見要望伝どが

相次いだ「一目婦人園舎J (9/4・F締役所}

日
な
ど
的
1
0
0
人
が
出
席
兵

障
な
ま
わ
ゆ
ざ
し
で
時
金
を
晴
晴
し

て
い
ま
し
た
.

曲
企
一
は
‘
崎
長
に
川
里
利
子
会

ん
、
副
現
段
に
松
崎
ヨ
シ
カ
ち
ん

全
選
出
し
て
蛤
め
ら
れ

8
時
H
H

M
V

一
般
質
問
に
賢
司

ゴ
ル
フ
場
削
岨
不
惜
物
の
出

し
方
牛
刊
ハ
ッ
ク
の
回
岨

・
ゴ

ミ
の
布
料
化
掛
石
げ
ん
の
評
且

な
ど
の
摺
唖
同
組
舎
は
じ
め
公

共
施
設
の
整
扇
、
抽
り
暮
ら
し
の

ゴミ抗量にビヴワリ

• 

L 

方
に
Mmる
福
祉
問
題、

ザ
柑
坦
5

日
制
に
よ
る
教
育
問
岨
、
そ
し
て

滋
路
整
備
な
ど
、
次
々
と
質
問
、

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
.

松
本
市
長
宕
は
じ
め
市
開
悼
名

は
、
そ
れ
貯
ぞ
れ
の
質
問
を
真
険
に

畳
U

J
A
め
、
現
状
説
明
や
今
挫
の

対
策
な

E
令
答
弁
し
ま
し
た
.

=クラスで公園の清掃奉仕=

清
掃
奉
仕
に
汗
を
涜
す
旭
が
丘

小
4
年
2
組
の
皆
8
ん

(9
/
6
・大
村
公
園
)

< 

自
慢
の
い
か
だ
に
挑
戦
f

三
埴
世
区
育
成
会
で
は
8
月
四

日
ジ
ュ
ユ
ア
リ
l
F
1
官
成
の

一
環
と
し
て
.
河
畔
公
聞
聾
情
事

業
が
進
む
大
上
戸
川
で
‘
い
か
だ 自慢のいかだを複しむ三織綬区の子ども

たち ( 8/23・大よ戸川金丸構付近)

作

2晶
し
み
ま
し
た
.

肱
蝿
の
川
に
親
し
み
、
い
か
だ

作
り
の
中
か
ら
刷
造
性
‘
協
調
性

な
E
L
Y集
お
う
と
肘
幽
さ
れ
た
む

の
で
‘
今
回
M
V
l

回
目
.

阿
世
尻
町
小
学
生
出
#
年
‘

中

学
生

父
兄
な

E
約
制
人
M
V
準
加
‘

今
自
は
久
M
餐
瞳
下
院
の
生
徒
9

人
も
柑
い
て
，
、
ま
す
.

子
E
も
た
ち
は
、
竹
や
拠
出
ス

チ
ロ
ー
ル
な
ど
b
z
制
附
し
.
そ
れ

ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
ぞ
生
か
し
f
通

自
の
い
か
だ
作
り
に
挑
戦
、
そ
の

後
、
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
な
E
で

ひ
と
と
一
発
を
楽
し
み
ま
し
た
.

旭が Ií:小 4íl'. 2~1l (!IJ円福比較抽 ・31人)の

児童 ・1見 らは 9月 6H、大村公闘の清掃にt-f

~j庇しました.
ゴミ の投げ情て、リサイクルなEの環境問題
に.視と子が紺になって取り組むこ色 により

子供た%に少しでもゴミへの臨描を楳めてもら

いたいιャうのがねら，'. 
これ£でに， '1字Lパックや蝿抱スチロ ルト
レイの"サイクル運動への参加 むしてお bれる

が情掃奉仕は今回が初めて.~*Ú;.やピニー

ルな Eのゴミが拾い~められると 子棋たちは

ゴミ 叩量の多さにピフク y，先生ら力、環境英

化について一人乙とり の自覚の大切さそ苧んで

".した.

品近は、公I剣や迫晶などいたる所にゴミが散
乱していますo ~!I I 'b'らポイ'/~ ‘~きながら

ポイッ‘と平弘で性げ時てられてお り そラノレ

の低舎を暗ぜずにはおられません.

子供のときカら環壇!日j岨への魁離を揮めてL

〈ことがで含たら 将米はき っし英しレ環境

問りある資岨を収。JAすニとができるのではな
いでしょうか.

5 -



企森称体験薮室で巣箱作り
(8/19 野岳醐公団}

県立野岳週公園で8月19目、自問に視

しみ、森輔の重要さを理解してもら謂う

と、轟柿陣取型室ガ開方れまし定。

大柑鞭早商市と高架小畏拝両町で

作る r多良地鼠柿車蝿造忍普事輯挺進路

援会Jガ主催しEもので、高市町の掃の

少草団や子棋会日どガら相1囚人ガ喜多加。

邑市木や町本の紹介、樹木の祖繍の勉

強日どをしE串と、吾グループに分かれ

小鳥の蝿稿作りに挑制、山周ガ安山して

生活できるよう巳と一つひとつてし川3い
に取り何けを行いましE。

企適確にそして迅速に (9/6・農協グランド)

幹部団買の指揮能力也向上、新任団員の蝿

防に関する基礎知訟と民陸そ習得さtさようと
9月5日 6目、福祉センター坦どで消防団

夏零時日J曹養劃l樺ガ行われました。
自 鞭は、法令や以~W予防学思どの劃警の包
とホースの取り扱い婁堕園輯Bどガ行われま

し君。

事加者は、幹部方ら新圧まで嗣180人。雌
しい銭暑の中にも方かわらず、旭区防災の担

い手と詰るべく頁割に圏11臨に取り組んでいま

しだ。

調す'ir.ÆSJ;l:~理府~'-'_，~~"'J、

.4市9町で大村漕治岸溝帰
(B 130 大村公国先抽停はか)

みん躍の力で、川そして大相遣をきれい巳

しようと8月初日を申山に、大柑漕関係4市
白町による「犬柑適沿岸酉潤掃J ガ行われ

ましE。
文相市でも30日、大相公明先沿岸、空港周
辺担どの珊婦ガ行われました。

市単醤で行つ疋3月の潤槽時も方在りの量
のゴミガ頚置していまし芝ガ、害固もピ二

Jレ、空き缶、木阿草どEくさんのゴミガ打ち
上げられていましだ。

事加者の皆さん、早朝方らご苦労櫨でし疋。

冷4

広報おおむら平成4，字IOH守

...~通事叡発生数急出動 /

担急の目、担急医軍週間の一環として9月
10目、いろん早行事ガ行われまし定。

この81革、商工会組所や胃年会極所、ミス
担酒むら草どの舌代表も替加、精防署での

日盟急隊畏や揖揖救急幽勘酬陣。市立病院で

は-8病院畏怠どを陣鍛.
撞凝訓臨で1"、本町受差点での受通事1&を
想定して担急車ガ出働、負傷者の担出、病院

への搬送園11揮を実施しまし走。

霊安定、相急瞳務 医療への理解と脇楓を深

めてもら担うと、パンフレットの配布在どに

よる街頭PRも行いまし定。

~)\ γ 

h
p
親
睦
と
体
力
噂
進
を
図
る

{
8
/
却
・
鈴
田
小
グ
ラ
ン
ド
は
か
)

運
動
を
通
じ
て
地
区
閣
の
親
陸
、
体
力
の
増

進
を
図
ろ
う
と

8
月
初
日
、
鈴
団
地
区
社
会
体

育
大
会
ガ
簡
か
れ
苦
し

E
。

競
授
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
パ
レ
ボ
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

卓
出
品
、
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
、
輔

投
げ
の

6
積
目
ガ
行
わ
れ
、
選
手
足
ち
は
、
多

く
の
歓
声
の
申
で
快
い
汗
を
減
し
て
い
ま
し
定
。

" 
h
p
A
ヲ
年
の
水
の
状
態
は
ど
う
か
怠

A
8
/
田
・
才
又
橋
付
近
)

川
の
生
物
力
ら
河
川
の
水
の
状
睡
を
調

べ
よ
う
と
、
包
毒
行
わ
れ
て
い
る
水
質
構

査
二
ラ
園
田
、
大
上
戸
川
、
部
川
の
孟
個

所
で
実
施
さ
れ
ま
し
疋
。

部
川
で
は

8
月
お
目
、
田
下
町
の
耳
叉

構
付
近
で
行
わ
れ
、
萱
繭
刊
怯
健
全
協

の
児
童
や
父
兄
話
ど
嗣
羽
人
ガ
害
加
。
嗣

で
守
く
っ

E
り
、
石
を
は
ガ
し
定
り
し
て

揮
取
し
芝
生
明
在
、
専
門
官
と
一
帽
に
栴

山
に
観
曹
。
こ
こ
で
は
、
き
れ
い
草
川
に

住
む
刀
ザ
ロ
ウ
類
の
鈎
虫
草
ど
ガ
確
寵
さ

れ
ま
し

E
。

一同病院長、 一日韓婦畏を体酎

(9/10市立柑院}

平
成

5
年
度
入
学
予
定
児
童
の

6 -

腕
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

詰当する家庭には、瞳

鹿島断通知書をi墨付し ま

日

課
2

れ

向

付

ま

粒

4

生

惜

年

日

学

6

1
 

和

月

せ

昭

4

わ

年

合

R

2

、

-a
6
・、

す

封

一
間

健康診断日程表

学校名
主 8‘日

茸瀬 小 IOH 2日幽

市町除、小 叩月 6日出

骨 凹 小 10月7日嗣

大村小 10月8日同4

~.I.\ 木小 10月9日幽

竹 E小 10月13日出

松開小 1011 16日幽

両大村小 1011 198VII 

中 央小 10月20日出

旭が丘小 10月210刷

肱L~I血小 101122日制

ー城小 10月27U(:J()

ー 捕 '1、 10月27日出

岡監小 101129日刷

東大村小 10月291:1榊

工

業

所

有

権

説
明
会
を
開
催

特
許
行
政
普
及

こ
の
設
明
会
は
特
許
庁
の
各

専
門
官
に
よ
る
一L
輩
所
有
柿
世
お

よ
び
、
特
行
日
刊
政
帯
の
担
訴
に
つ

い
て
の
詳
細
伝
説
明
が
あ
り
ま
す
.

本
川町
で
は
め

っ
た
に
な
い
せ
っ

か
〈
の
構
会
で
す
の
で
、
開
帳
の

品

u
捕
方
多
数
の
参
加
b
z
お
闘
い
V

し

ま
す
a

山
月
町
日
同
t
，四
日
刷

長
崎
叫
動
労
相
祉
会
館

市
人

(先
約
剛
}

申
し
込
み
問
い
合
わ
せ

制
時
刷
協
会
長
崎
山
支
部
{
官
@

1
1
4
4
)
 

醐
日
"， 
所
定
員

‘ 

(〒

宮

一一時翌日……

綿一ー語一………一
， '. 
宛先 長崎県且踊錨持珠

850民崎市江戸町 2-13 

0958 -25 -0504) 

¥

ん

/

ニ
竺
お
米
の
出
荷
は

f
蜘
」
全

量

農

協

(

ま

た

は

集

荷

組

合

)
へ

背
捕
が
生
産
し
た
お
米
は
食

銭
W
理
法
に
よ
り
指
定
e
n
x
げ
た

民
協
な
ど
の
集
荷
量
者
が
血
り
岨

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
.

お
米
は
金
量
品
協
(
ま
た
は
集

荷
組
合
)
へ
出
初

・
匝
売
し
ま
し

{
長
崎
山
、
長
崎
県
氷
結
晶

F
集

荷
惟
地
協
議
会
)

体 {1;
み
で 10
す日

24 
日
第4 

7 -



国民健康保険担保険者の皆さんへ

"1さじ納ませんか
ウォーキC，ヴu

選
動
不
足
の
解
耐
に
は
、
け
7

回
.
週
1
回
の
散
し
い
ス
ポ
l
シ

よ
り
ク
ォ
キ
ン
グ
の
よ
う
な
ム

"
の
な
い
運
動
を
毎
日
蹴
げ
る
方

が
は
る
か
に
劫
提
的
で
す
.

ワ
&
A
Iキ
ン
グ
の
剤
川
市
は
‘
成

人
耐
予
防
、
老
化
防
止
、
肥
摘
の

防
止
.
腰
踊
腔
輔
の
予
防
、
ス
ト

レ
ス
解
消
な
ど
で
す
.

正
し
い
盗
品
百

t
H川
過
な
ペ
ー
ス

f
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
少
き
ま
し
ょ
う
.

U
揮
は

1
M
l
万
少
‘
ス
ピ
ー
ド

は
‘
軽
〈
自
が
は
ず
む
〈
ら
い
の

速
歩
き
が
よ
り
効
果
的

τす
.

車
崎
体
叫
開
、
整
理
体
操
も
忘
れ

ず
に
.
今
月
は
7
月
に
か
カ
ヱ
九
出
掛

"
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
.

ご
不
明
な
山
は
保
険
年
金
品
保

険
龍
一
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
〈
だ
き

ウ
オ
|
キ
ン
グ
の
フ
ォ
ー
ム

仁亙豆三日

窓鑓せず、 '::01燃に.

仁E豆E

R: 
背すじを{劇ぎして

さ勺そうと歩ニう.

カカとカ勺泊地.足

の裏を・Eがすように

体霊を移動させる.

労
働
保
陵
へ
の
加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
?

lm月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

H

『
労
働
保
障
」

t
は
、
労
提
出

険
k
楕
用
保
障
の
臨
称
で
す
.

『
労
災
保
障
』

は
部
副
名
の

主
説
明
上
ま
た
は
通
勤
に
よ
る
孔
両

暁
病
陣
客
ま
た
は
死
亡
に
片
し

て
必
要
な
楠
慣
そ
ん
「
打
う
な

E
、
労

働
者
白
福
祉
の
哨
巡
に
寄
与
す
る

.
』
と
金
目
的
k
し
た
制
度
で
す
.

雇
用
保
伊

は
、
央
華
到
の

仲
包
括
の
安
定
、
失
墨
の
予
防
、
匝

用
構
会
の
増
大
‘
そ
の
ほ
か
労
働

者
の
市
祉
の
婚
進
を
困
る
屯
与
と
を

巡回行政相談へどうぞ

目
的
色
し
た
制
度
で
す
.

『
古
働
日
陣
陥
剛
』
に
は
労
働
者

を

一
人
で
も
廠
閉
し
て
L
る
背
中
業

民
の
人
は
事
輩
出
師
問
、
謹
瞳
の

い
か
ん
を
問
わ
ず
、
会
て
加
入
し

な
リ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
.

(
農
林

ホ
商
業
は

一
部
の
み
任
庖
加
入
}

ま
ど
、
加
入
手
献
き
が
お
摘
み

γ

伝
い
事
業
主
の
人
は
.
早
め
に
加

入
の
手
続
き
を
行
っ
て
〈
だ
さ
い
.

浮
し
〈
は
、
ハ

ロ
l
ワ
ー
ク
大

村

(
置

@
2
1
0
1
)
ま
で
。

国県市町村公

団公庫などの仕事で、

説明ややり方ガ納得で

きない、窓口や手続き

ガわからほい、こうし

てほしいなどの不満や

疑問がある方、お気軽

にご相談ください。

行政相続委員

松本健次(宮53-0155)

百川美盛(宮53-1341)

森上級(n52-6744)

三浦出彊所

鈴回出彊所

所場

刊月日目凶

日月

熟年の誌を生かして

雇用の拡大

~10月は高年働者雇用促進月間ー

労
働
省
で
ほ
‘
四
川
ゐ
富
市
斗
齢

者
服
用
世
進
月
間
と
定
め
、
「
熟

年
申
控
を
生
か
し
て
雇
用
の
拡
大
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
高
年
齢
者
の
庖

時間 午閉9筒却分-¥2跨まで

当医栂Z礎芯無料で脇田芯守られさま~o

叩同15日同 西大柑出彊所
〔申旭区公民館〉

用
、
就
業
問
岨
に
つ
い
て
、
事
業

主
舎
は
じ
め
同
民
令
体
に
対
し
理

解
と
協
力
を
呼
ぴ
か
日
る

一
方

種
々
に
わ
た
。
て
の
対
策
に
恥
り

組
ん
で
t
ま
す
.

事
業
主
の
管
き
ん
F

若
年
労
働
者
不
足
と
高
齢
化
社

会
令
む
か
え
高
年
齢
訂
の
長
年
の

桂
輔
、
技
時
舵
h

刈
令
あ
な
た
の

職
場
に
生
か
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
.

同
年
齢
者
申
厳
困
対
策
k
し
て

①
特
定
求
職
者
服
用
剛
暗
助
成
金

③
融
制
服
用
制
度
轟
入
翼
帥
金
な

E
の
制
度
が
あ
り
ま
す
.

詳
し
〈
は
山
ロ

i
ワ
ー
ク
大

村

(
官

@
2
1
0
1
)
へ
お
尋
ね

〈
だ
さ
え

8 
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A
V
 
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

同
民
年
金
広
制
活
動
町

一
環
t

し
て
募
革
し
ま
す
，

字守 崎、 6・除毒a
n 叫・--平

周
a
R
佳
子
さ
ん
{
久
原

2
了

g}

の
作
品3その宣'.と

H:;々膚予防注射

テ
ー
マ

・
国
民
年
金
制
度
(
厚

生
年
金
暑
を
合
む
)
を
周
知
す
る

に
ふ
さ
わ
し
ー
、作
品

-
惟
代
聞
の
訓
れ
あ
い
‘
幽
〈
筆
、

明
る
L
家
庭
、
楽
し
L
子
供
た
ち

サ
ラ
9
1
マ
ン
の
#
の
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
生
活
ぷ
り
、
挙
せ
伝
老
植
の

化
活
幽
皿
眠
r.
年
金
鼎
立
金
誼
元
融

資
措
置
の
光
景
な
ど

サ
イ
ズ

キ
ャ
ピ
糸
サ
イ
ズ
以
上

四
切
ま
で
{
カ
ラ
!

白
鼎
)

応
募
資
格

誰

f
h均
等
で
き
ま

す
.
市
外
の
人
で
au結
構
で
す
.

蹄
時
切
り

は
月
刊
日
嗣

賞

惟
畠
1
入
、
特
選
3
人
入

選
3
入
、
佳
作
特
別
賞
と
も
各

生後引 日以 lーの闘い犬i率、 1年に 1聞

の暗蹄!II犬病の予防注射を畳げるよう

袋務づりられてい￡す。平成 4 'f~の宜

帥が£だ摘んでい信い犬'" ニの機会に

必ず喧品!II犬病予防日射を畳けて(1':

きも .

量揖手数料 (1盟)

注射料金 2，帥0111

注射済豪交付手数料 48Q円

合計 4，580円

2，IOOllJ 

世
名

l
l賞
状
.
副
賞
な

E
、
出

品
名
余

H
に
参
加
賞

応
募
・
問
い
合
わ
せ

保
肱
年
金

課
年
金
保
{
〒
師
臥
品
1
丁
目
白
)

※
応
募
用
紙
は
保
険
年
金
理

市

内
の
カ
メ
ラ
山
崎
、
各
出
世
所
に

あ
り
ま
す
.

県
も
募
集
中
/

(
た
だ
し
‘

人
物

テ
ー
マ

自
由

に
回
り
ま
す
)

サ
イ
ズ

キ
ャ
ピ
え
サ
イ
ズ
以
上

四
国
ま
で
軍
平
HH
で
均
一
フ
1

学
生
は

h
引

f
も
可
)

様
作
品
に
は
.
岨

名

位

扉

氏

名
年
齢
聴
衆
電
話
品
俳
句
を

明
記
の
こ
一色

(l
人

3
点
£

τ}

掴
め
切
り

同
月
別
自
由
必
約

応
募
問
い
合
わ
せ

出
向
民
年

金
謀
写

nコ
ン
ク
ー
ル
係
(
一T
醐

長
崎
市
江
戸
町
2

日
官
長
崎
@

3
1
3
5
)
 

，. 

地

価

税

申
告

・
納
税
は
日
月
市
日
か
ら

申
告
期
間

平
成
4
年
分
は
H
月

同
日
仰
か
ら
四
月
日
円
出
ま
で
に

脱
傍
若
に
提
出
し
て
〈
だ
さ
い
.

{
平
成
5
何
十
分
カ
ら
は
、
同
川
l

uカ
ら
叩
門
出
口
ふ
る
で
と
な
り
ま

す
-
制
祖
時
期

税
制
の
2
分
申
ー
を

四
月
日
日
制
ま
で
に
世
額
を
平

成
5
年
3
月
別
口
同
ま
で
に
納
付

し
て
〈
だ
さ
い
.

(
平
成
5
年
分

か
ら
は
‘
枇
聞
の
2
分
の
ー
を
凶

月
目
白
ま
で
に
措
聞
を
塑
年
3

M
出
日
ま
で
に
納
付
す
る
-』
と
に

な
り
ま
す
}

障
制
封
象

制
人
や
法
人
が
そ
の

年
の
1
月
1
日
に
お
い
て
保
訂
す

る
上
地
な

E
(非
課
脱
の

t
地
を

月 日 時 問 実施場所

9:30-9:拍 ニi甫出張 所

¥0: 10-10: 30 鈴 Ifl:1'.輯所

1I : 00-12:叩 大村市住所
10月22日同

疋縄噴出魁所13: 30-13: 45 

14: 0号ー14: 30 西大村コミセン

14: 45-15: 30 聞大村出張所

9: 30-9: 50 仕匝出張所

10:10-10:却 幅量出張所
10月238圃

10:却ー11::叩 竹松出世所

13:20-14:20 大 村保健所

犬四萱録 ・注射日程表

⑥)(を飼脊している人は、散さか途中町脱糞な

r他人に逮車ぞかけないようにし.お互い快
適伝環境づ〈りに心がげましょうa

除
〈
}
で
す
.

昨
し
〈
は
、
龍
平
岨
務
者
資
福

祉
担
当
(
宮
@
I
3
7
0
)
ま
で
。

お
年
寄
り
と

税

金

お
隼
寄
リ
本
人
が
受
吋
ら
れ
る

特
典

①
老
年
寄
陣
際
年
齢
d
v
同
議
以

ト
子
、
所
昨
金
岨
d
V
1

0
0
O

N
円
以
ド
の
場
合
の
所
昨
岨
は
.

所
惜
命
析
か
ら
田
万
円
を
差
し
引

く
一』t
と
が
で
き
ま
す
.

②
今
的
年
金
等
控
除
公
的
年
金

文他基金ヘ多額の寄付

• 
や
恩
給
に
つ
い
て
は
‘
こ
れ
ら
の

岨
入
金
制
か
ら
公
的
年
金
等
咋

除
制
が
差
し
引
か
れ
ま
す
.

お
年
寄
り
を

扶
聾
し
て
い
る
人
が

受
け』
ヲ
れ
る
特
典

配
偶
者
同
日
時
や
昧
養
控
除
の
対

象
a
と
な
る
親
膝
が
‘
河
曜
日
上
申

お
年
寄
り
(
陣
苫
者
の
州
場
合
は
除

〈
)
で
あ
る
と
き
は
.
ー
人
当
た

り
担
古
川
に
代
え
て
刊
万
円
を
差

し
引
〈
司
』
!
と
が
で
き
ま
す
.

な
お

--
の
お
年
寄
り
が
‘

納

脱
者
や
そ
の
配
偶
必
の
父
母
や
祖

父
町
伝
ど
の
瓜
系
就
凶
で

納
脱

者
や
そ
の
配
偶
者

t
同
居
し
て
い

る
と
き
は
、
疋
に
同
万
円
b
z
加
算

し
た
出
方
向
を
差
し
引
〈
司』
k
が

で
き
ま
す
.

詳
し
〈
は
龍
平
抗
措
場
(@
1

3
7
0
)
ま
で
お
気
軽
に

E
う
ぞ
.

松

尾

久
賀
さ
ん

(幸
町
}

松尾久賀さんは日月31目、市役所

在訪れ「文化基金」に役立ててほし

いと、働畏男 ・圭一古んの香典返し

として 100万円を寄付されましたロ
ありがとうございました。
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『
相
撲
甚
句
」
で

グ
ラ
ン
プ
リ

11 

民

宇
土
ヨ
シ
さ
ん

(
閃
歳

・
木
場
介
丁
目
〉

全
国
大
会
を
励
み
巴

l
陸

上

l

長岡さん家族(松原3丁目)

なかよし家族

右
か
ら
、
紀
久
子
さ
ん
側
、
ア
ツ
子
さ
ん
側
、

貴
士
く
ん
問
、
亀
雄
さ
ん
問
、
力
さ
ん
側

慎
一
郎
く
ん

ω、
真
奈
美
ち
ゃ
ん
側
、

謡
11 

こ
の
ほ
ど
、
第
日
回
嬉
野
民
謡

ま
つ
り
・
九
州
民
謡
民
舞
選
手
権

決
勝
大
会
が
椿
野
で
あ
り
、
宇
土

さ
ん
の
「
相
撲
甚
句
」
が
み
ご
と

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

九
州
各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

て
き
た
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
賞

だ
け
に
、
喜
び
も
ひ
と
し
お
。

長
崎
県
に
優
勝
カ
ッ
プ
が
き
た

の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
す
。

「相
撲
甚
句
」
は
、
終
戦
前
か

ら
謡
わ
れ
て
お
り
、
木
場
か
ら
相

撲
取
り
に
な
る
た
め
に
修
行
に
出

た
人
が
、
帰
っ
て
来
ら
れ
た
と
き

に
作
ら
れ
た
そ
う
で
、
同
地
区
の

婦
人
会
に
よ
り
引
き
継
が
れ
て
き

て
い
ま
す
。

、、

8
月刊
ω
日
1
初
日
ま
で
行
わ
れ

た
「
全
国
小
学
生
リ
レ

l
競
走
大

会
」
に
、
走
り
幅
跳
び
で
県
の
代

表
と
し
て
出
場
し
た
賢
二
君
。
世

界
記
録
を
出
し
た
パ
ウ
エ
ル
や
カ

ー
ル
・

ル
イ
ス
な
ど
が
出
場
し
た

国
立
競
技
場
を
舞
台
に
健
闘
し
ま

し
た
。

大
会
は
、

1
0
0
灯、

4
0
0

υ
川
リ
レ

l
、
走
り
幅
跳
び
の
種
目

で
行
わ
れ
、
県
内
か
ら
予
選
に
勝

ち
抜
い
た
男
女
日
人
が
出
場
、
大

村
か
ら
1
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

県
予
選
で
4
・
河
川
川
の
大
会
新

を
マ

ー
ク
し
て
の
全
国
大
会
へ
の

挑
戦
で
し
た
が
、
実
力
を
発
揮
で

き
ず
、
惜
し
く
も
上
位
入
賞
は
な

ぼ
く
の
家
は

7
人
家
族
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、

ハ
ウ
ス
で
い
ち
ご
を
作
っ

て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
は
、
朝
は

や
く
か
ら
仕
事
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ぼ
く
と
弟
は
サ
ッ
カ
ー
で
あ
せ

を
な
が
し
、

妹
は
1
年
生
で
、
元

気
い
っ
ぱ
い
あ
そ
ん
で
い
ま
す
。

ぼ
く
の
家
族
は
、

み
ん
な
仲
良

く
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

(慎

一
郎
)

独
特
の
甚
句
が
高
評
で
、

ま
で
に
も
旅
博
や
長
崎
く
ん
ち
な

ど
に
も
出
演
し
た
ほ
か
、
い
ろ
ん

な
所
か
ら
依
頼
が
あ
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
素
人
民
謡
大
会
や
、

先
般
、
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
N

H
K
の
ど
自
慢
大
会
で
も
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
輝
か
れ
て
い
ま
す
。

民
謡
は
、
長
い
間
我
流
で
け
い

こ
さ
れ
、

5
年
前
よ
り
桃
道
会
の

喜
多
氏
の
指
導
を
受
け
更
に
磨
き

を
か
け
ら
れ
て
い
る
宇
土
さ
ん
で

す
が
、
詩
吟
も
堪
能
で
、
大
村
吟

詠
会
に
所
属
さ
れ

「奥
伝
」
の
腕

前
で
す
。
今
後
ま
す
ま
す
ご
活
躍

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
れ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
平
均
身
長
1
6
5
仰

と
い
う
中
で
、

1
4
3
m
の
小
柄

な
賢
二
君
で
す
が
、
そ
の
精
神
力

と
強
じ
ん
な
脚
力
は
す
ば
ら
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、

短
距
離

(
1
0
0

M

川
)
や
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
も
常
に
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
少
年
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。

大
会
を
振
り
返
り
、

「上
位
入
賞

で
き
な
く
て
本
当
に
く
や
し
か
っ

た
け
ど
、
い
い
勉
強
に
な
っ
た
。
次

の
大
会
へ
向
け
頑
張
り
た
い
」
と
話

す
賢
二
君
。
全
国
大
会
で
の
経
験

が
自
信
と
な
り
、
ひ
と
回
り
大
き

く
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

u 

明血珊之ちら自由席甲山鵬

鈴固さん，100歳
おめでとうございます

必きる
大村藩救った加藤溝正

せいしょうこうどう

=溝正公堂=

小桜人形係会

-10 -

私
た
ち
の
小
桜
人
形
の
会
は
、

昭
和
町
年
7
月
「
小
桜
会
」
の
名

称
で
発
足
し
日
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
会
員
は
現
在
日
人
で
す
。

田
中
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
で

日
本
人
形
か
ら
押
絵
、
木
目
込
人

形
へ
と
作
品
も
広
が
り
、
製
作
時

間
は
午
前
9
時
半
か
ら
昼
食
を
挟

ん
で
午
後
3
時
ま
で
で
す
。

趣
味
と
親
睦
と
教
養
が
深
ま
る

よ
う
に
、
お
互
い
が
自
由
な
発
想

満

1
0
0歳
を
迎
え
、
松
本
市
長
信
か
ら

祝
福
を
受
け
る
鈴
田
コ
ノ
さ
ん

(
9
/
2
・
陰
平
町
)

.， 

9月 1日てや満 100歳を迎えられた鈴田

コノさん(陰平町 ・明治25年 9月 1日生

まれ)を 9月 2日、松本市長が自宅を訪

れ、祝状・祝金を贈り長寿を祝いました。

鈴田さんは現在孫と同居、耳が少し遠い位

でとても元気、今までに大きな病気もしたこ

とがなし 85歳ごろまで農業もされていた。

健康法は、早寝早起き、そして良く食べる

ことだそうです。また、今てやも読書が唯一の

楽しみだとか。

これで、市内の100歳以上の長寿者は3人と

なりました。

一--;--"'"司ー;':j.:L:;"~X;.~-~ヨ監 ¥ー --雪喜一週弘、 -.;. ~-~.ム.-____0-_""11_:

大村湾を一望する風光明美な高所に建つ清正公堂
(上諏訪町岳の木場公園付近)

こ
こ
は
、
加
藤
清
正
の
神
霊
を
祭
っ
た

お
堂
で
す
。

清
正
と
言
え
ば
虎
退
治
。
太
閤
秀
吉
の

家
臣
と
し
て
勇
猛
を
馳
せ
、
熊
本

城
な
ど
を
築
き
、
築
城
の
名
人
と

い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
武
勇
と
人
柄

か
ら
、
「
せ
い
し
よ
う
こ
う
」
と

呼
ば
れ
、
九
州
各
地
で
信
仰
の
対

象
ぬ
ど
り
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
村
と
は
特
に
関
係
が
深
く
、

領
主
を
始
め
、
領
民
の
大
半
が
キ

リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
令
が
出
た
後
、

よ
し
あ
き

大
村
喜
前
に
日
蓮
宗
に
改
宗
す
る

こ
と
を
勧
め
大
村
を
危
機
か
ら
救

い
ま
し
た
。
ま
た
、
玖
島
城
の
大

改
修
に
あ
た
っ
て
は
、
清
正
に
意

見
を
求
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
清
正
公
堂
は
、
大
村
家
の

姫
が
大
病
と
な
り
、
そ
の
快
癒
祈
願
の
た

め
文
化
ロ
年

(
1
8
1
5
)
に
建
て
ら
れ

た
も
の
で
す
。

- 11-
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ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)
生
り
つ
手
、
ν

め
投
与
を
行

νま
守

該
当
す
る
乳
幼
児

・
生
後
3
か
月
1
必
か
月
ま
で
の
初
回
投

与
を
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児

-
2
回
目
投
与
を
受
け
て
い
な
い
特
か
月

ま
で
の
幼
児

受
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児

-
発
熱
も
し
く
は
下
痢
を
伴
う
急
性
疾
患
、

重
症
結
核
、
心
臓
血
管
系
疾
患
、
病
後

衰
弱
栄
養
障
害
な
ど
の
乳
幼
児
。

-
麻
し
ん
な
ど
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
1
か

月
を
経
過
し
て
い
な
い
乳
幼
児
。

-
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

を
お
こ
し
た
乳
幼
児
。

お
願
い
・
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
0

・
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

-
ワ
ク
チ
ン
を
飲
ま
せ
た
直
後
の
授
乳
、

飲
食
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

F

ポ
リ
オ
一
口
メ
モ
4

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
は
1
回
目
の
投

与
を
受
け
て
か
ら
、

6
週
間
以
上
の
間

隔
を
お
き
2
回
目
の
投
与
を
行
い
ま
す
。

ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)
を
お
こ
す
ウ

ィ
ル
ス
に
は

I
型、

H
型
、
凹
型
が
あ

り
ま
す
が
、
1
回
目
で
は
全
て
の
型
の

免
疫
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
2
回
目
を

投
与
す
る
こ
と
に

よ
り
、
前
回
つ
か

な
か
っ
た
免
疫
が

で
き
あ
が
り
ま
す
。

必
ず
2
回
(
生
後

必
か
月
ま
で
)
受

け
ま
し
ょ
う
。

生ワク投与実施日程表

接種会場 接種目

市 1ノJハ又4 所 10月6日

萱瀬出張所 (火)

西大村コミセン
10月7日

二 j甫出張所
(水)

鈴田出張所

竹中公出張所 10月8日

福重出張所 (木)

中地区公民館 10月9日

松原出張所 省当

午後2時-3時まで時間

三

種

混

合

(

百

日

咳

・

ジ

フ

テ

ヲ

・

破

傷

風

)

予
防
接
種
実
施
中

接
種
の
時
期
と
受
け
方

・
第
1
期
・
・
・
生
後
3
か
月
j
M刊
か
月
の
間

に、

3
1
8
週
間
の
間
隔
で
3
回
接
種

し
ま
す
。

-
第
2
期
:
・
第
1
期
が
終
っ
て
か
ら
、

1

年
1
1
年
半
の
聞
に
1
回
接
種
し
ま
す
。

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
。
あ
ら
か
じ

め
接
種
目
な
ど
ご
予
約
の
う
え
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

料

金

無

料

※
接
種
の
と
き
は
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

接
種
で
き
る
医
院

寺
井
医
院
、
松
尾
医
院
、
田
川
小
児
医

院
、
近
藤
医
院
、
出
口
小
児
科
医
院
、
与

那
城
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
須

田
小
児
科
医
院
、
桝
本
産
婦
人
科
内
科
医

院
、
牧
山
医
院

麻
し
ん
(
は
し
か
)
予
防
接
種

該
当
す
る
幼
児
・
・
・
・
生
後
間
か
月
1
η
か

月
ま
で
の
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な

い
幼
児
お
よ
び
、
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受

け
た
市
」
と
の
な
い
幼
児

接
種
方
法
・
:
・
個
別
接
種
で
す
。
直
接
指

定
さ
れ
た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料

金

無

料

接
種
期
間
叩
月
1
日
同
1
1
月
初
日
四

た
だ
し
、
小
児
科
医
院
に
お
い
て
は
、

印
月
j
翌
年
3
月
ま
で

お
願
い
接
種
の
と
き
は
母
子
健
康
子
帳

と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
と
前
後

約
1
か
月
間
は
、
ほ
か
の
予
防
接
種
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
各
医
院
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

接
種
医
院

松
井
医
院
、

寺
井
医
院
、

松
尾
医
院
、

I( 

。
田
川
小
児
医
院
、
近
藤
医
院
、
と
も
な

が
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
。
出
口
小
児
科
医

院
、
与
那
城
医
院
、
。
野
口
内
科
こ
ど
も

医
院
、
。
須
田
小
児
科
医
院
、
桝
本
産
婦

人
科
内
科
医
院
、
原
医
院
、
牧
山
医
院
、

長
崎
医
院
、
渡
辺
医
院

注:・

0
印
は
年
聞
を
通
じ
行
っ
て
い
ま
す
。

日常介護用昂を
リサイクル

( 

fT効園者秋季窓霊祭
10月20日り。

午前10時30分~正午

場所県忠霊塔(三城町)

※遺族章は、各地区遺族世話人を

通じて配布しますが、届かない

人は福祉課、各出張所でお受け

とりく 7ごさい。
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日時

宮人m畠冒酉偏園恩
老人福祉センターの講座受講生

が日頃の成果を発表します。

10月28日休)-30日働

福祉センター

盆栽、書道、生け花、俳句

期間

場所

展示品

障害者や高齢者の人たちが

日常生活を快適に過ごすため

には、家の段差を無くしたり手

すりをけけ芝りするとともに、

ベッドや車筒子などの介護用

昂があるとだいへ九A重利です。

ご家庭で¥使わなくなっ芝

ベッド・車椅子・歩行器・ポ

ータブルトイレなどがありま

しだらご連絡くださいません

か。

修繕・消毒をして¥必要な

人にリサイクルしたいと考え

ています。

連絡先

大村市医師会館(ft54-0151) 
大村市在宅ケ戸セミナー日常

介護周目リサイクル活動部

ι 



広報おおむら平成4年10月号

1
年
に

1
困
は

検
診
を
受
げ
ま
し
ょ
う

自
覚
症
状
が
な
い
う
ち
に
進
行
し
て
ゆ

く
場
合
が
多
い
と
い
わ
れ
る
「
が
ん
」
。
ま

た
、
「
糖
尿
病
」
な
ど
は
、
適
切
な
措
置
を

と
ら
な
い
で
お
く
と
、
確
実
に
病
気
は
進

行
し
、
ほ
か
の
成
人
病
を
併
発
し
ま
す
。

毎
年
1
回
は
検
診
を
受
け
、
「
早
期
発

見
・
早
期
治
療
」
で
確
実
に
病
気
を
治
し

ま
し
ょ
P

フ
。

画
総
合
健
康
診
査

肝
機
能
検
査
、
糖
尿
病
や
心
電
図
検
査

な
ど
を
行
う
「
基
本
健
康
診
査
」
と
「
胃

が
ん
」
・
「
肺
が
ん
」
検
診
を
ま
と
め
て

行
い
ま
す
。

対
象
者
刊
歳
以
上
の
人

負
担
金

2
、0
0
0
円

実
施
医
療
機
関
お
お
つ
か
内
科
医
院
、

岡
内
科
医
院
、
川
本
内
科
医
院、

琴
尾
医

院
、
近
藤
医
院
、
津
田
胃
腸
科
内
科
医
院
、

早
田
内
科
医
院
、
田
崎
医
院
、

寺
井
医
院、

と
も
な
が
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
中
村
医
院
、

長
崎
医
院
、

長
野
病
院
、
野
口
内
科
こ
ど

も
医
院
、
原
医
院
、
フ
ジ
イ
胃
腸
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
牧
山
医
院
、
松
井
医
院
、
松
尾

医
院
、
松
永
医
院
、
南
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

南
野
内
科
消
化
器
科
医
院
、
与
那
城
医
院
、

吉
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

画
婦
人
、
か
ん
横
診

子
宮
が
ん
と
乳
が
ん
の
検
診
を
合
わ
せ

て
行
い
ま
す
。

対
象
者
初
歳
以
上
の
女
性

負
担
金

子
宮
頚
が
ん
1
、
0
0
0
円
、

子
宮
体
が
ん
7
0
0
円
、
乳
が
ん
4
0
0

円実
施
医
療
機
関

大
村
中
央
産
婦
人
科
医

在

季語
属呆
見
性舞
老金人
を等
支
給
し
ま
す

対
象
者
山
月
1
日
現
在
、
何
歳
以
上
で

大
村
市
に
1
年
以
上
居
住
し
、

居
宅
に
お

い
て
、

6
か
丹
以
上
ね
た
き
り
ま
た
は
痴

呆
老
人
の
食
事
、
入
浴
、
排
便
な
ど
日
常

生
活
に
つ
い
て
介
護
を
し
て
い
る
人
。

(
3
か
月
以
上
入
院
、
ま
た
は
市
外
の
病

院
に
入
院
し
て
い
る
老
人
、
重
度
障
害
者

介
護
見
舞
金
な
ど
ほ
か
の
見
舞
金
を
受
け

た
人
は
除
き
ま
す
)

申
請
手
続
地
区
民
生
委
員
を
通
じ
、
申

請
書
に
診
断
書
(
新
規
の
場
合
の
み
必
要
)

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
刊
月
初
日
働

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
老
人
福
祉
係
へ

‘) 

院
、
お
び
産
婦
人
科
医
院
、
後
藤
産
婦
人

科
医
院
、
長
野
病
院
、
福
田
産
婦
人
科
医

院
、
桝
本
産
婦
人
科
内
科
医
院

※
負
担
金
は
、
い
ず
れ
も
初
歳
以
上
の
人
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
、
生
活
保
護

受
給
中
の
人
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係

あ
な
た
の
腎
臓
で

2
人
救
わ
れ
ま
す

H
H
腎
臓
パ
ン
ク
登
録
に
ご
協
力
を
H
H

平
成
4
年
3
月
末
現
在
、
長
崎
県
の
腎

不
全
に
よ
る
透
析
患
者
は
1
、
6
0
0
人

を
超
え
、

毎
年
2
0
0
人
づ
っ
増
加
し
続

け
て
い
ま
す
。

腎
不
全
を
完
全
に
治
す
治
療
方
法
は
、

現
在
の
医
学
で
は
腎
臓
移
植
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
多
く
の
患
者
さ
ん
が
、
腎

臓
移
植
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

あ
な
た
の
死
後
の
腎
臓
は
2
人
の
腎
不

全
患
者
さ
ん
を
救
う
力
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
死
後
に
腎
臓
を
提
供
し
て
も
よ

い
と
お
考
え
に
な

っ
た
と
き
は
、
腎
臓
パ

ン
ク
の
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

腎
臓
提
供
申
込
書
は、

環
境
衛
生
課
に

あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
(
内
線
1
4

0
)
ま
た
は
、

長
崎
県
腎
臓
パ
ン
ク
分
室

(国
立
長
崎
中
央
病
院
宮
②
1
6
1
6
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
の
夜
間
養
種
事
業

(
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
)
を

叩
月
よ
り
実
施
し
ま
す

父
子
家
庭
等
の
父
な
ど
が
、
仕
事
な
ど

の
理
由
で
帰
宅
が
お
そ
い
た
め
養
育
で
き

な
い
と
き
、
児
童
を
あ
ず
か
り
ま
す
。

施
設

大
村
子
供
の
家
、
光
と
緑
の
園
向

陽
寮
申
込
先
福
祉
課
児
童
家
庭
係

詳
し
く
は
、
施
設
ま
た
は
市
福
祉
課
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

@ 放課後の学童保育入所児童募集
下校後、仕事、そのほかの事情により、家庭の保護

に欠ける小学 1年-3年生

平成 5年 4月1日から 1年間

下校時~午後5時30分(第2土曜は午前8時~午後

5時30分)

場所および問い合わせ

対象

期間

時間

健康テレホふサービス
合23-4646または0958-26-55竹

クラブ名 場 所 問い合わせ

とまとクラブ 大村幼稚園内 E⑪6438 

あさひっこクフブ 木場のパス方向転換所前 E⑪6290 

くさぷえクフブ 富小横まるたか商庖前 E⑮1582 

さくらんほ、クラブ 中央幼稚園内 宮⑫3339

月 突然死

月10 火 大腸ガン検診

の 水 離 手L
フー 木 青あざ(太田母斑)の治療

マ 金 夢と睡眠

土日 インポテンツ

※申し込み(各クラブにて)は印鑑をご持参ください。

校区 月日 場 所 時間 問い合わせ

三城小校区 10月17日出 福祉センター 19: 30- 合@4084

放虎原小校区 10月17日比) 福祉センター 19: 30- 合@6958

竹松小校区 10月24日出 竹松住民センター 19: 30- 合~1582

富の原IJ、校区 10月24日比) 竹松住民センター 19: 30- ft@1582 

一 13

※夜間は、学童保育連絡協議会事務局(fi53ー2860)へ。

。学童保育説明会
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午
後
1
時

日
時
日
月
お
日
側、

初
分
開
演

会
場

市
民
会
館

出
演
。
邦
楽
:
・
星
風
会

・
宮
城

会
・
和
公
会

。
合
唱
・・・
大
村
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ラ
ス

。
吹
奏
楽
・
・
・
玖
島
中
・大
村
中
ほ
か

入
場
料

3
0
0
円

主
催

市
音
楽
団
体
協
議
会

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課

長
崎
県
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
i
n
島
原

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(
宮
③

1
3
7
6
)

ご
存
じ
で
す
か
「
検
察
審
査
会
」

被
害
者
が
泣
き
寝
入
り
し
な
い
た
め
に

第
お
回
市
民
音
楽
祭

。
ふ
る
さ
と
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム叩
月
刊
日
樹
、
午
後
1
時
1
5

時
、
ホ
テ
ル
南
風
楼

。
活
き
活
き
ふ
る
さ
と
フ
工
ス
テ

イ
パ
ル
「
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
ジ
し
「
ふ
る

さ
と
市
場
同
ふ
る
さ
と
広
場
」

り
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
件
の
決

着
に
納
得
で
き
な
い
人
は
、
検
察

審
査
会
に
申
し
出
ら
れ
る
の
が
良

い
と
思
い
ま
す
。
事
件
が
い
ま

一

度
再
吟
味
さ
れ
る
制
度
で
す
。

申
し
立
て
の
費
用
は
一
切
い
り

ま
せ
ん
。
相
談
や
申
し
立
て
手
続

き
に
つ
い

て
は
、
長
崎
検
察
審
査

会
事
務
局
(
長
崎
地
方
裁
判
所
内

包

0
9
5
8
⑫

6
1
5
1
)
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

人
の
道
に
昔
も
今
も
変
り
は
な

く
、
い
ず
れ
の
人
々
も
平
穏
な
暮

し
を
望
み
ま
す
が
、
世
間
で
は
甘

い
言
葉
や
人
の
弱
み
に
付
け
込
ん

で
、
人
を
落
と
し
入
れ
る
悪
人
、

ま
た
、
近
ご
ろ
は
路
上
で
の
車
に

よ
る
事
件
も
多
く
、
被
害
者
が
訴

え
て
も
犯
人
が
証
拠
を
隠
し
た
り
、

証
言
を
偽
り
不
起
訴
処
分
(
裁
判

に
か
け
ら
れ
な
い
こ
と
)
と
な

っ

て
町
中
に
逃
げ
か
く
れ
す
る
者
が

い
る
と
聞
き
及
び
ま
す
。

被
害
者
に
と
っ
て
は
悔
し
い
限

お
り
、
か
み
で

あ
そ
ぼ
う

偶
数
月
は
、
お
り
が
み
遊
び
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

参
加
料
は
無
料
、
ご
自
由
に

ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

叩

月

μ
日
出
、
午
後
1
時

初
分

1
3
時
初
分

場
所

中
地
区
公
民
館

内

容

「

き
る
か
に
合
戦
」

市
民
い
け
ば
な
展

日
月
げ
日
出
l
M
日
岡
、
午
前

叩
時
1
午
後
5
時
、
島
原
外
港
れ

い
な
ん
埋
立
地

問
い
合
わ
せ

県
離
島
半
島

・
地

域
政
策
課
(
宮
0
9
5
8
⑫
1
1

大大市午 10
j村村民前月
i 市市会 1017 
1文華館時日
化 道 ¥ (土)
協連午
会合後 18
会 5 日
時(日)

主場時期
催所間日

員i

日程および内容(予定)

①10月23日(針 「歴史のなかの子ども一イギリス産

業革命期の子どもたち一」

山崎有介(英文学:長崎ウエスレヤン短大助教授)

②10月30日(針 「権利としての子ども一いま子ども

が訴えること一」

山下雅彦(教育学:九州東海大学助教授)

③川月 13日(針 「遊びのなかの子ども一子どもの身

体と心をみつめて一」

土居隆子(臨床心理士:諌早市)

④"月20日(針 「文学のなかの子ども一子どもの世

界を開くー」

長谷川集平(児童文学:長崎市)

⑤12月川日(針 「子どもと環境ーいのちの源を探る一」ド

佐藤快信(環境学:長崎ウエスレヤン短大専任講師)

⑥12月18日(針 「文化としての子ども一子どもが見

える、大人が見える一」

(詩人:熊本市)

社会教育課

竹月6日聞、午後6時30分開演

市民会館

東京混声合唱団〈合同演奏-力トレ戸ゴーラ

ス〉

指揮者八尋和美

ピ戸ノ若林干春

主な曲目 アヴ、エヴ、工ルムコルフ。ス¥羊飼いの合唱、

森の夜¥美しき青きドナウ¥荒減の月、

浜辺の歌ほか

一般1.200円、高校生500円¥小・中学生

300円

各音楽団体、市コミセン¥中地区公民館、

図書館、社会教育課

問い合わせ社会教青課

会場 市コミセ ン

日平呈 10月23日-12月18日

時30分-4時30分

定員 50人

申込方法 ハガキに氏名、住所、電話番号、年齢、

職業、講座に希望する事を記入のうえ、大村市教育

委員会社会教育課 「公開講座係J (玖島 1丁目25)

へ申し込んでください。

申込締切 10月12日(月)

受講料無料(ただ し、資料代・運営諸費として

2，000円必要です)

( 6回)、金曜日、午後 1

長崎ウエスレヤン短期大学公開講座

r\，~めちを見つ紡3思想
一子ど也め人間学-J

第4団長崎県民文化祭・市制施行50周年記念

東京混声合唱団演奏会

伊藤比自美

問い合わせ

入場料

発売所

時

場

演

目

会

出



広報おおむら平成 4年10月号

ミセンまつり第13回ヨ

10月17日(土)---19日(月)
市コミセン

原
田
靖

8

。舞台発表の部

(17'"'"'18日〉
合唱・民踊 ・歌謡・ダ

ンス ・器楽演奏ほか

。展示発表の部

(17'"'"'19日〉
書 ・陶芸 ・手芸 ・絵画・彫刻・パッチワークはか

※このほか、茶会・バザーなど催し物多彩。お気軽

においてください(入場無料)

問い合わせ 市コミセ ン (ft⑪3161)

耐頃

コ
レ
テ
ィ
・
ス
ウ
ィ
b
a
M
l
ズ』

靖

出
演

原
田
靖
(
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン)、

杉
村
彰
(
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
)
、
田
辺

信
男
(
サ
ッ
ク
ス
)
は
か

共
演

西
大
村
中

・
桜
が
原
中
の

吹
奏
楽
部
お
よ
び
同
コ
ー
ラ

ス
部
、

ビ
ッ
グ
・
カ
ン
ト
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ

.
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

入
場
料

大
人
2
、
0
0
0
円、

学
生
1
、

0
0
0
円

問
い
合
わ
せ
大
村
音
楽
同
好
会

(
宮

@
1
2
5
4
岩
浅
)

原田

超
一
流
音
楽
家
の
音
と
演
奏
を

存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
日
月
お
日
師
、
午
後
2
時

場
所

市
民
会
館

行
政
手
続
き

無
料
相
談
会

‘} 

日
時

叩
月
M
日
出
、
午
前
叩
時

i
午
後
4
時

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

相
談
内
容

建
設
業
、
風
俗
営
業
、

農
地
転
用
等
許
認
可
申
請
、
民
事

相
談
主
催
支
部

長
崎
県
行
政
書
士
会
大
村

「一人から二人ヘ、そしてー」

明日の親のための学級 (妊婦教室)を

聞きます
新婚さん、妊婦さん、これから結婚される皆さんを対

象にした内容です。これからお父さんになる方々の参加

を歓迎します。

期間 10月7日(水)-11月13日働計8回

会場 大村市コミュニテ ィセンター

申込方法 電話またはハガキてや、中央公民館へ

(幸町25-33市コミセン内ft54-3161) 

30人 受講料 無料

視聴覚ライブラリー

市民映画会
募集人員

10月10日(土)
市コミセン 10 : 00~11 : 00 

西大村コミセン 14 : 00~15 : 00 

・赤ずきん (戸二メ13分〉

・ナイチンゲール物語 (戸ニメ20分〉

• 1人ぽっちの狼とア匹の子やぎ
(7フニメ18分〉
※入場無料

回 月日(曜日) 時間 内 容 講 自市

1 
13: 00 -楽しい家庭づくり 産婦人科医師

10月7日(樹 -妊娠中の保命健の
16: 00 -映画「生 創造」

保健婦

13: 00 -妊婦と歯の健康 歯科医師
2 10月14日(樹

-歯のブラッシング指導 歯科衛生士16: 00 

13: 00 -ぉ産の経ズ法過について
-ラマー ・妊婦体繰(実習)

3 10月21日嗣 -母子用品のそろえ方
保健婦

16: 00 -産後の保健

13: 00 
-育児について
-入浴のさせ方(実習)

4 10月28日体)
-映幸せな出産プラン

保健婦

16: 00 - 画「マイボ、テY・マイセノレフ」

18: 30 お父さん出番ですよ (PART1) 

5 10月30日樹
-フィルムフォーラム「生命の創造」

保健婦
-入浴のさせ方の実習

20: 00 ~お父さんのためにー

-素敵なお母さんになるために・
13: 00 本との出会い

6 11月6日掛 -母乳で育てるために 元学校教諭

16: 00 -映乳房の手当
- 画「すばらしい母乳」

18: 30 お父さん出番ですよ (PART2)
7 11月10日伏) 小児科医師

20: 00 -子育て、親の役割

9 : 30 -妊娠中の栄養の摂り方について

8 11月13日幽 -調理実習(材料実費350円程度自己 栄養士

13: 00 仲負担)
保健婦

- 間づくり(話し合い)

講座内容

- 15 



市制50周年記念チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ

橋本(ft@2271)

日

武
蔵
ミ丸

ユ関
'武
ジ麓
ツ品;

クき

3と
'え

場期
戸斤日

市 10
民月
会 30
査官日
位当

引
揚
者
の
皆
様
ヘ

税
関
で
は
、
終
戦
の
際
、
海
外

か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た
方
々
か
ら

お
預
か
り
し
た
通
貨
・
証
券
等
を
、

大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
返
還
請
求
の
お
済
み
で

内

容

・

午
後
5
時
初
分
1
6
時

初
分
ま
で
サ
イ
ン
会

-
午
後
6
時
初
分
開
演
・
・
・
市
内
4

バ
ン
ド
友
情
出
演

入
場
料

1
、
0
0
0
円

※
こ
の
事
業
の
益
金
は
す
べ
て
、

社
会
福
祉
事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
(
宮
@
2
6
1
9
)

な
い
人
は
、
早
め
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

返
還
請
求
は
、
引
揚
者
ご
本
人

の
ほ
か
、
ご
家
族
の
人
か
ら
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

長
崎
税
関
監
視
部

(〒
制
長
崎
市
出
島
町
1
番
初
号

宮

0
9
5
8
③
8
6
4
4
)

なかちく公民館各種講座のご案内

教 室 名 内 t口ヤf 期 間 対象・定員 講師(敬称略)

O地域における婦人の役割 10月21日-12月9日

~婦人の社会参加の今後の展開 毎週水曜日 8回
O婦人の余暇活用を考える 午前10時-12時

婦人問題学習講座
O婦人の生き方を考える 大学教授他

O地域に根ざすボランティア活動のあり方 婦人 40人 各分野専門
女性カレッジ21 O高齢化社会における老後の生活設計を考 講師

える

0視野を世界へ~地球環境保護ほか

o r生」と 「死」をみつめる

リズム ・歌 ・ダンス ・創作活動等を通して、 10月19日-12月21日
大学教授他

家庭教育学級
親子のふれあいを大切にし、幼児期の発達 毎週月曜日 9回 3-4歳児

平野サキ子

なかよしランド
段階の理解と親の役割等を講義を交えなが 午前10時-11時30分 を持つ親子

峰ひとみ
ら学習し ます。(親子の氏名・年齢を書いて 30組

ください)
永岡敦子

日本の伝統工芸品である和紙を使って、手 10月17日-2月20日 亀井健三主宰

和紙ちぎり総入門 軽で素晴らしい作品作りが楽しめる入門教 毎月第 3土曜日 5回 成人 30人 全国和紙ちぎり絵

室です(教材費は実費、道具代900円程度) 午前10時30分~午後3時 福間雅世

はじめて絵を描こうとする人を対象に、い 10月23日-3月26日
基本からはじめる ろいろな絵と画材、形、光と明暗、絵の具 毎週金曜日 20回

成人 30人 村部良明
絵画入門講座 と混色、表現を高める構図の工夫な E、基 午後7時-9時

本から楽 しく学習します。

10月12日(月)必着 受講料 無料(教材費は実費)

往復はがきに、住所・氏名 ・年齢 ・性別 ・電話・希望する教室を一つ書いて申し込んでください。 二つ以上

の教室を希望する人は、希望する教室ごとに往復はがきを出してください。申込多数の場合は抽選します。

申し込み・問い合わせ 中地区公民館(松並 1丁目246-5 ft53 -1376) 

申込期限

申込方法

平成4年の秋の農作業賃金が決まりました
手作業稲刈 機械稲刈 目見 章生 みかん採取 人参掘り取り 田

1日当たり(食事なし) 10a当たり(食事なし) ハーベスター 1日当たり(食事なし) 1日当たり(食事な し) 1耕Oaう当んた料り

男 女 パインタゃー コンノfイン l俵(35kg)当たり 男 女 男 女 6，000 

5，000 4，200 7，000 -8，000 9，000-11，000 330 5，000 4，200 5，000 4，200 6，500 

(単位:円)農業委員会問い合わせ
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読
書
感
想
文

市
立
図
書
館
で
は
、
秋
の
読
書

週
間
行
事
の

一
環
と
し
て
読
書
感

想
文
を
募
集
し
ま
す
。

応

募

資

格

市
内
在
住
の

一
般
成

人

(
学
生
を
の
ぞ
く
)

テ
ー
マ

自
由
。
た
だ
し
読
書
感

想
ま
た
は
読
書
体
験
を
内
容
と
し

た
も
の
に
限
り
ま
す。

原
稿
枚
数

4
0
0
字
詰
原
稿
用

紙

5
枚
程
度

締

め

切

り

口
月
お
日
附

応
募
方
法

①
作
品
は

一
人

一
点

市営住宅入居者

家賃(月額・円}

7，200 

19，200-20，500 

と
し
ま
す
。
⑦
作
品
の
前
に
題
名
、

住
所
、

氏
名
(
読
書
感
想
文
に
は

文
の
終
わ
り
に
書
名
、
著
者
名
ま

た
は
編
著
者
名
も
)
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
③
応
募
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん。

送
付
先

市
立
図
書
館

(
東
本
町

4
8
1
番
地
宮
@
2
4
5
7
)

寸
女
性
の
だ
め
の
L

職
場
見
学
会
参
加
者

「家
事
や
育
児
と
、
無
理
な
く

両
立
で
き
る
職
場
が
あ
れ
ば
働
き

た
い
:・」

と
、
思
っ
て
い
る
女
性

は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ハ
ロ
l
ワ
l
ク
大
村
で
は

「第

3
回
女
性
の
た
め
の
職
場
見
学
会
」

を
企
画
し
ま
し
た
。

「働
き
た
い
人
」
と

「人
を
雇

い
た

い
企
業
」
の
悩
み
を
少
し
で

入居資格

(1)市内に住所、または勤務場所を有する人。

(2)現に同居し、または同居 しようとする親

族(未届けでも事実上婚姻関係と同様の

人、その他婚約者を含む)があること。

(3)独立の生計を営み、かっ家賃および敷金

を支払う能力のある人。

(4)収入制限があ りま す。

申込期限 10月 7日体)

申し込み・聞い合わせ

も
解
消
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま

す
。

期
日

刊
月
幻
日

ω

見
学
事
業
所

側
長
崎
ウ
ー
ル、

側
大
村
野
上
、
九
州
電
通
側

申
込
締
切
叩
月
9
日
働
(
定
員

初
人
)
詳
し
く
は
、
ハ

ロ
l
ワ
1
ク
大

村

(1
大
村
職
安
企
@
2
1
0
1
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

勤
労
者
美
術
展
作
田

建築課

勤
労
の
か
た
わ
ら
創
作
さ
れ
た

美
術
作
品
を
広
く
募
集

・
展
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
勤
労
者
が
美
術

に
親
し
み
、

豊
か
で
潤
い
の
あ
る

勤
労
者
生
活
の

一
助
と
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

部
門

洋
画
、
日
本
画
、
南
画
、

書
、
写
真

資
格

県
内
在
住
の
勤
労
者
、
求

職
中
の
人
、
職
業
訓
練
中
の
人
、

内
職
労
働
の
人

出

品

点

数

自
作
未
発
表
の
も
の

で
、
部
門
を
問
わ
ず
1
人
1
点
と

し
ま
す
。

出
品
料

1
、
0
0
0
円

出
品
時
間

口
月
9
日
側
i
U
日

出
、
午
前
9
時
i
午
後
5
時

申
込
場
所

長
崎
労
政
事
務
所
、

佐
世
保
労
政
事
務
所

問
い
合
わ
せ

県
労
政
福
祉
課

(
岱

0
9
5
8
⑫
3
4
8
1
)

い
さ
は
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
カ
レ
ッ
ジ
学
生

科
目

情
報
ピ
ジ
、
不
ス
科
、
情
報

シ
ス
テ
ム
科

修
学
年
限

2
年

資
格

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
人

申
込
期
間

〈
推
薦
入
学
〉

・
1
期

l
m
月
1
日
側

i
H
日
附

・
2
期

1
1
月
初
日
嗣
1
ロ
月
9

日
附〈試
験
入
学
〉

平
成
5
年
1
月
か
ら
3
月
ま
で

(1
期
1
3
期
)
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
い
き
は
や

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

・
カ
レ

ッ
ジ

(
包
⑧
2
1

3
1
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受

講

者

ー
竹
月
コ
ー
ス
リ

内

容

・

パ
ソ

コ
ン
ワ
ー
プ
ロ
入

門

(
一
太
郎

・
初
級
)

・
パ
ソ

コ

ン
ワ
ー
プ
ロ
基
礎
(
一
太
郎

・
中

級
)

・
パ
ソ

コ
ン
実
務

(ロ

l
タ

ス
初
級
)

・
デ
ー
タ
ベ

ー
ス

(
d

B
A
S
E
m
初
級
)

・
ベ
ー
シ
ッ

ク
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

・
被
覆
ア
ー

ク
溶
接
(
中
板
実
技
)

・
炭
酸
ガ

ス
ア
l
ク
溶
接
(
中
板
実
技
)

-
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
・
L
P
ガ

ス
設
備
士
(
実
技
)

・
産
業
用

・

農
業
用
小
型
ガ
ソ
リ
ン

エ
ン
ジ
ン

・
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
(
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
の
基
礎
)

申
込
期
間

日
月
1
日
側
l
m
日

ω
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(諌

早
市
小
船
越
町
宮
②
2
3
2
3
)

国
際
受
流
写
真
展

(
世
界
ス
マ
イ
ル
キ
ャ

ッ
チ
ン
グ

参

加

作

昂

地
域
に
お
け
る
国
際
交
流
事
業

の

一
環
と
し
て
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
交
わ
さ
れ
た
、
外
国
の
人
々
と

の
自
然
な
触
れ
合
い
の
場
面
の
写

真
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

県
内
在
住
の
人

応
募
規
定

自
作
未
発
表
で
、
カ

ラ
l
プ
リ
ン
ト
単
写
真
の
4
切
サ

イ
ズ
(
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催

者
に
帰
属
)

応
募
締
切

平
成
5
年
1
月
日
日

白
川賞

最
優
秀
賞
6
万
円
、
優
秀
賞

4
万
円

(
3
点
)
な
ど
多
数

問
い
合
わ
せ

財
長
崎
県
国
際
交

流
協
会
(
宮
0
9
5
8
③

3
9
3

自
衛
官
等
採
用
試
験

。
防
衛
大
学
学
生

資
格

高
卒

(
見
込
)
で
幻
歳
未

満
の
人

申
込
期
間

5
日
側

日
月
1
日
嗣
i
日
月

。
防
衛
医
科
大
学
学
生

何)申 満 資
込 の 格
期 人
間 高

ス欠.--

見
込

で
幻
歳
未

日
月
1
日
附

i
m
日

@
看
護
学
生

資
格

高
卒

(
見
込
)

満
の
女
子

申
込
期
間

叩
月
1
日
同
i
M
M
日

十ム申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮

@
6
2
1
7
)
 

で
幻
歳
未

海
上
保
安
庁
職
員

職
種

船
艇
(
航
海
科
・機
関
科
)
、

航
空
(
整
備
科
)
、
無
線
従
事
者

(
通
信

・
技
術
)

申
込
期
限

日
月
9
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
世
保
海
上
保
安
部
管
理
課

(8
0
9
5
6
⑪
4
8
4
2
)
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市
立
幼
稚
園

おともだちがたくさん f

平成5年度幼稚園園児募

募集人員

私
立
幼
稚
園

対
象
昭
和
白
年
4
月
2
日

1
平

成
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

願
書
配
布
叩
月
初
日

ω1白
日

仕願
書
受
付

日
月
1
日
岡
山

幼
児
期
は
、
人
間
形
成
の
中
で

最
も
大
切
な
基
礎
づ
く
り
の
時
期

で
す
。

各
市
立
幼
稚
園
で
は
、
こ
ど
も

た
ち
の
小
さ
な
つ
な
が
り
や
毎
日

の
発
見
を
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
方
が

大
切
に
見
つ
め
、
た
く
ま
し
く
心

の
豊
か
な
、
』
ど
も
に
な
る
よ
う
に

と
、
幼
児
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

対
象
昭
和
白
年
4
月
2
日

i
臼

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

※
三
浦
幼
稚
園
は
、
昭
和
日
年
4

月
2
日
1
平
成
元
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
幼
児
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

申
込
期
間
叩
月
四
日
側
l
訂
日

出申
込
方
法

各
幼
稚
園
に
あ
る
願

書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
庶
務

課

幼稚園名 人員

j甫 40人

室合 田 40人

大 村 160人

城 80人

西大村 120人

竹 松 160人

中 央 80人

福 重 40人

キ公 原 40A 

放虎原 80人

※
詳
細
は
、
各
国
に
お
尋
ね
く
だ

実
』
い
0

・
大
村
聖
母
幼
稚
園

(
植
松
2
丁
目
宮
②
2
0
4
8
)

・
長
崎
星
美
幼
稚
園

(
水
主
町
2
丁
目
色
@
2
4
7
3
)

・
向
陽
幼
稚
園

(
西
三
城
町
宮
@
6
2
6
2
)

ス
ポ

10月10日
r体育の日J

市民スポーツ大会

各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き

た
チ
l
ム
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
競
ひ
あ
い
ま
す
。

ご
声
援
く
だ
さ
い
。

。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(
男
子
)

場

所

市

営
野
球
場

・
補
助
グ
ラ

ン
ド
出
場
チ
l
ム

・
三
浦
:
:
今
村
・
鈴
田
:
:
陰
平
下
・

岩
松
・
大
村
:
:
水
田
1
区
・
岩
舟

・
西
大
村
:
:
池
田
・
植
松
3
丁
目

・
竹
松
:
:原
口
町
A
・
竹
松
本
町

第
2
・
福
重
:
:
今
富
・
松
原
::浦

・
萱
瀬
:
:
荒
瀬

，( 

ツ

。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
女
子)

場
所
市
民
体
育
館

・
大
村
小
学

校
体
育
館

出
場
チ
l
ム

・
三
浦
:
:
今
村
・
鈴
田
:
:
陰
平
下
・

古
松

・
大
村
:
:
木
場
・

須
田
ノ
木

・
西
大
村
:
:
協
和
町
・
下
諏
訪

・
竹
松
:
:
鬼
橋

・
富
の
原
1
丁
目

・
福
重
:
:
沖
田
・
松
原
:
:
寺
本
町

内
・
浦
一
一
・
萱
瀬
:
:
北
川
内

。
綱
引
き

場

所

玖

島
中
学
校
体
育
館

町
内
単
位
の
部
、
職
場
・
グ
ル

ー
プ
の
部
の
2
部
門
で
行
い
ま
す
。

。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場

所

旧

市
立
病
院
跡
地

ゲ
l
ト
ポ
l
ル
の
部
に
つ
い
て

は
、
グ
ル
ー
プ
別
の
参
加
で
行
い

ま
す
。

田
県
ス
ポ
3
ヴ
・
レ
ワ
リ
Z
B
b
ヨ
ふ
祭

- 18-

期
日

竹
用
イ
l

日
間

(
前
夜
祭

l
m月
幻
自
由
、
午
後

5
時
、
長
崎
空
港
観
光
ホ
テ
ル
)

催
し
-
総
合
開
会
式
:
:
午
前
9
時
、
市

民
体
育
館

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
・
午
前
叩
時
、

補
助
グ
ラ
ン
ド

-
ペ
タ
ン
ク
:
:午
前
日
時
、
市
営

野
球
場

・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
::

午
前
日
時
、
市
営
野
球
場

・
イ
ン
デ
ィ
ア
力
:
:
午
前
日
時
、

玖
島
中
学
校
体
育
館

-
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
:
:
午
前
叩
時
、

玖
島
中
学
校
体
育
館

-
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
:
:
午
前
日
時
、

市
民
体
育
館
前
広
場

-
サ
イ
ク
リ
ン
グ
:
:
午
前
9
時
初

楽
し
く
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

婦
人
健
康
づ
く
り
教
室

期

間

叩

月
初
日
附
1
1
月
幻
日

樹
、
毎
週
水
・
金
曜
日

(
2
回)、

午
前
叩
時
l
正
午

場
所
市
民
体
育
館
ほ
か

対
象
・
募
集
人
員

主
婦
初
人

内
容

軽
ス
ポ
ー
ツ
・
ゲ

1
ム
・

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
は
か

※ 申申参
毎市し込加
週民込期料
月体み限
躍育・ 無
日査官問 10半斗
は(い月(
休雪合 23保
館@わ日険
てや 1 せ働料
す 5 は
。5 実

2 費 ;

@ 問申列交参 簡携岳 コ集 t
1 い込車通加易行↓ l合 Y

8 合期 2 費費雨晶 千 ス時
5 わ限 3 具綿 間
4 せ O 大 2 弁駅大
池 10円人 O 当↓村午
野大月 パ O 、大↓前
)村 20各ス円 水村野 8
山日自 5 .-. 筒 岳時
岳りく)負 2保 、 湖 30
会担 O険軍↓分
( 円料子猪t
宮 、外 、 見み

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

期

目

印

月
お
日
冊

目
的
地
秋
の
大
野
原
高
原
、

笹

栗
と
リ
ン
ド
ウ
の
猪
見
岳

集
合
場
所
大
村
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
前
三
城
公
園

分
、
国
見
町
百
花
台
公
園
周
辺

・
ダ
ン
ス
の
つ
ど
い
・
・
:
午
前
日
時
、

大
村
小
学
校
体
育
館

-
ホ
ス
テ
リ
ン
グ
:
:
日
月
幻
日
也
、

午
前
9
時
、
愛
野
町
公
民
館

参
加
資
格
性
別
・
年
齢
を
問
わ

ず
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費

1
人
5
0
0
円
(
傷
害

保
険
料
を
含
む
)

申
込
方
法
所
定
の
申
込
用
紙
ま

た
は
官
製
は
が
き
に
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
を
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限
叩
月
9
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
事
務
局
(
松
並
1
丁
目
2
4
6

1
5
中
地
区
公
民
館
内
包
@
1
3

7
6
)
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広報おおUら平成 4年10月号

ロ
ザ
・
モ
タ
杯

市
制
印
周
年
記
念

⑫

お
お
む
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

日
時

日
月
初
日
旬
、
小
雨
決
行

集
合
時
刻

午
前
9
時

集
合
場
所

海
上
自
衛
隊
グ
ラ
ン

ドコ
ー
ス

海
上
自
衛
隊
内
道
路
お

よ
び
周
辺
道
路

競
技
種
目

・
小
学
1
1
3
年
男
女

l
U
キ
ロ

・
小
学
4
1
6
年
男
女

l
M
キ
ロ

・
中
学
校
男
女

l
M
キ
ロ

-
高
校

・
一
般
女
子

l
M
キ
ロ

-
健
康
マ
ラ
ソ
ン
男
女

l
M
キ
ロ

(
ぬ
歳
以
下
、
判
歳
代
、
印
歳
代
、

ω歳
以
上
)

-
高
校

・
一
般
男
子

l
M
キ
ロ

参
加
資
格

長
距
離
走
に
耐
え
る

体
力
が
あ
り
、
児
童
生
徒
に
お
い

て
は
、
保
護
者
の
承
諾
を
得
た
も

の
に
限
り
ま
す
(
市
内
外
を
問
い

ま
せ
ん
)
。

ご
寄
寸{
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

(
敬
称
略
)

V
城
山
省
己
(
日
泊
町
)

5
万
円

V
井
田
俊

一

(
松
並
1
丁
目
)
叩

万
円

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
島
崎
エ
ツ
子
ほ
か

3
人

市
)
印
万
円

V
好
田
絹
子
(
本
町
)
叩
万
円

V
林
田
民
子
(
杭
出
津
3
丁
目
)

叩
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

(
長
崎

。
一
般
寄
付

大
村
小
学
校
へ

V
上
小
路
悠
々
会
H
H
ぞ
う
き
ん

市
民
会
館
へ

V
芙
蓉
会
H
H
身
障
者
舞
台
登
壇
用

参
加
料

・
小
・
中
学
生

5
0
0
円

-
高
校

・
一
般
1
、

0
0
0
円

※
傷
害
保
険
料

・
ゼ
ッ
ケ
ン
料
含

申
込
期
間

叩
月
勾
日
偏
1
日
月

ロ
日
同
必
着

※
小

・
中
学
校
は
、
各
学
校
と
り

ま
と
め
の
う
え
、
男
女
別
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

※
申
込
用
紙
は
、
市
内
各
出
張
所
、

小

・
中
学
校
お
よ
び
体
育
課
に

あ
り
ま
す
。

※
電
話

・
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込

み
は
一
切
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

第
幻
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

J¥ 
レ

ボ

lレ
大
Zミ

場日
所時

市 10
民月
体 17
育日
館仕)
は 1
カ， 18 
日
(日)

ス
ロ
ー
プ
5
万
円
相
当

清
和
国
へ

V
鶴
田
正
実
は
か

7
人
l
歌
謡
シ

ョ
l
慰
問

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫
・
森
ツ
ヤ
子
)
理

容
奉
仕

V
長
与
南
小
学
校
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
H
H
慰
問

V
宗
偏
流
(
茶
道

)1
お
点
前
ほ
か

大
村
市
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協

議
会
へ

V
大
村
由
上
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

申
込
期
限

叩
月
9
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

※
申
込
書
な
ど
は
、
登
録
少
年
団

へ
直
送
し
ま
す
。

出
場
資
格

大
村
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
登
録
し
て
い
る
団
体
で
、

そ
の
団
員
で
あ
る
こ
と

参
加
費

1
チ
l
ム

1
、
0
0
0

円※
組
み
合
わ
せ
抽
選
は
、
主
催
者

で
責
任
を
も
っ
て
行
い
、
各
チ

ー
ム
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

柔
道
教
室
生
徒

練
習
日

毎
週
火

・
木

・
土
曜
日

時
間

午
後
6
時
初
分
1
8
時

場
所

市
武
道
館

会
費

(月
)

1
、
0
0
0
円

連
絡
先

柔
道
協
会
(
宮
③
3
3

5
5
浦
山
)

ー
初
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
l
ト
大
村
公
園

前
庖
1
3
万
2
千
4
3
6
円

宝
樹
苑
へ

V
浜
野
鮮
魚
庖
H
H
鮮
魚

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
大
村
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

1
3
万
2
千
8
9
0
円

泉
の
里
へ

V
九
州
花
王
販
売
鮒
長
崎
支
庄
佐

世
保
営
業
所
H
H
シ
ャ
ン
プ
ー
は
か

V
山
本
今
朝
義
(
原
町
)
タ
オ
ル

m
k
第

4
回
多
良
火
山
火
口
壁

ウ
ォ

l
ク
ラ
リ
!
大
会
参
加
者

日
時

叩
月
時
日
側
、
午
前
7
時

初
分
黒
木
駐
車
場
集
合
(
雨
天
時

は
日
月
1
日
に
順
延
)

内
容

A
コ
l
ス
l
黒
木
1
五
家

原
l
金
泉
寺
i
多
良
岳
i
黒
木

(
5

時
間
)
B
コ
l
ス
l
黒
木
1
金
泉

寺
1
多
良
岳
i
経
ヶ
岳
1
つ
げ
尾

j
黒
木

(
6
時
間
)
C
コ
l
ス
ー

黒
木
l
五
家
原
i
金
泉
寺
i
経
ヶ

岳
1
つ
げ
尾
l
黒
木

(
7
時
間
)

D
コ
l
ス
H
H
黒
木
l
五
家
原
i
金

泉
寺
1
経
ヶ
岳
1
岩
屋
越
1
黒
木

(
9
時
間
)

参
加
資
格

満
日
歳
以
上
(
た
だ

し
、
四
歳
未
満
は
保
護
者
の
同
意

書
が
必
要
で
す
)

主
催

多
良
岳
火
山
火
口
壁
を
歩

e

ま
か
V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
三
根
瑞
江
(
杭
出
津
2
丁
目
)

叩
万
円

V
水
谷
正
之
(
植
松
2
丁
目
)
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
テ
!
プ

V
松
尾
平
一
(
京
都
市
左
京
区
)

ト
コ
ロ

天

V
鈴
木

・
好
田

・
和
田

・
平

・
井

手
理
容
院

1
理
容
奉
仕

V
好
田
絹
子
(
本
町
)
叩
万
円

V
宮
本
ィ
、
亦
(
木
場
1
丁
目
)
衣

百
貝
茸
・芦

く
市
民
の
会

協
力

大
村
山
岳
会

参
加
料

5
0
0
円

募
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嶋
崎
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)
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村
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V
赤
水
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春
(
本
町
)

万
円



カレジター10月の
叩
月
は
、
固
定
資
産
税

(
3期
)
と
国
民
健
康
保
険
税

(
4期
)
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
)

妊婦教室(5) 中地区公民館 9 : 30-13 : 00 16日 成人の健康相談 福祉センター 13:00-15:00 
2日 ⑮母子健康手帳、 エプロ ン、みそ汁 (劃 ⑮⑮…2日(針と同じ

(錨 成人の健康相談 福祉センター 13: 00-15 : 00 
17日⑨40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか

耳とことばの相談 福祉センター 13: 00-15 : 00 
(土)

4日 当番医
(内・小)琴尾医院西 二 城町 宮@2056 18日 当番医(日) (外・内)牧山医院宮小路2丁目 宮⑪7831 (内) 吉田内科クリニック 本 町宮⑫1177

(日) (外・旺)山道 医 院 桜馬場2丁目 ft@2305

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~

20日5日 市役所 9 : 30-11 : 00 ⑧ 9 : 00-9 : 30 
乳却児健康相談 萱瀬出張所 ⑧ 9:30-11: 00 

(月)
⑮母子健康手帳、ズボ、ン (火)
一般健康相談 市役所 13: 00-16 : 00 

⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 21日 明日の親のだめの学級(3)
(水) 市コミセン 13 : 00-16 : 00 

6日
(火)
乳却児健康相談 松原出張所 ⑧13:30-15:00

11歳6か月児健康診査

ア日 23日 市コミセン ⑧13 : 00-13 : 30 
明日の親のための学級(1) ⑨平成3年3月生まれ(平成2年10月-3年2月生まれて:

(水) 市コミセン 13 : 00-16 : 00 (愈 まだ受けていない人も受診してください)

8日
⑧母子健康手帳、問診票、歯ブラシ

(本)
機能訓練根気の会 福祉センター 13 : 30-15 : 30 

当番医25日
(内)岡内科 医院 東三城町 宮@3000

10日 当番医 (日) (眼)み ね 眼科 東 本町 宮⑪3011

(土・祝)
(内・小)中村 医 院東本町 宮⑫2733

(外) 松尾外科医院東本町 宮②3331
27日 1歳6か月児健康診査

当番医 (火)
市コミセン ⑧13 : 00-13 : 30 

竹田 ⑨⑮...23日働と同じ

(日)
(内・小)松 尾 医院玖島1丁目 ft@4412 

(整) 員 松病院東本町 宮@1161 28日 明日の親のための学級(4)

12日 乳幼児健康相談 竹松出張所 (水) 市コミセン 13 : 00-16 : 00 

(月)
⑧ 9 : 30-11 : 00 13: 30-15 : 00 

29日 幼児教室(おロの健康と食生活)市コミセン⑮離乳食教室 10 : 30-15 : 00 

(木)
⑧9 : 30-9 : 45⑨平成2年4月-5月生まれ

13日 乳鈎児健康相談 市コミセン ⑮母子健康子帳、問診票、 歯ブラシ、タオノレ

(火) ⑧⑮…12日(月)と同じ
、

機能訓練根気の会 福祉センター集合 8 : 30-16 : 00 

14日 明日の親の定めの学級(2) 30日 1市3町リハ交流会(波佐見町会場)

(水) 市コミセン 13 : 00 -16 : 00 (台 明日の親のための学級(5)
市コミセン 18 : 30-20 : 00 

3歳児健康診査 大村保健所

15日
⑧ 9 :30-10:0013:00-13:30 

略号の説明 ⑮…対象 ⑧...受け付け ⑮一・内容⑨平成元年4月生まれ(63年10月~平成元年3月生

(本) まれて、まだ受けていない人も受診してください) ⑮・・・持ってくるもの

⑮母子健康手帳、問診票 当番匡の診療時間 9 :00-18:00 
定期巡回献血 市役所 9 : 30-12 : 00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
玖
島
1
丁
目
お
番
地

雷

間

側
4
1
1
1

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

編
集
/
秘
書
広
報
課

人口の動き

9月4日現在

人口 計 75.306
( +200) 

36.018 
(+ 1 00) 

39.288 
(+100) 

23.493 
(+32) 

)内は前月比

男

女

市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で行っています。

お気軽にご相談ください。
10 
口 人権相談 (1日・木 10: 00-15 : 00) 
呆 行政相談 ( 8日・木 9: 30-12 : 00) 

与 法律相談 (21日・水 10: 00-15 : 00) 
ι (申し込み別O人になり次第締め切ります)
停例H 
+姐ロ 不動産相談 (位23日.金 1臼3:0∞0-1凶6:0∞Oω) 
圭認火 受通事故相談 (ω27日.火 1叩0:0∞0-1日6: 0∞Oω ) 
白 年金相談 (ω28日.水 l叩0:0∞0-1日5:0∞O
※受け付けは午前 8時3初O分より行つています。

世帯数

- 20-

10月の大村ボート (3日-8日、 11日-12日全日本選手権競走場外発売、
16日-21日新鋭リ ーグ戦、 30日-11月4日日本モーターボート選手会会

長杯)
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